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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人

自動車技術会（JSAE）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS D 8301:2013

は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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序文 

この規格は，2014 年に第 3 版として発行された ISO 10844 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にない事項である。また，附属書

JA 及び附属書 JB は対応国際規格にはない事項である。 

一般に，車両の騒音に影響する路面パラメータは，テクスチャ特性及び吸音特性である。加えて，表層

の機械インピーダンス特性及び滑り抵抗特性も騒音レベルの測定に影響を与え得る。したがって，異なる

試験場で行われる車両騒音及びタイヤ騒音の測定の変動を最小限にするためには，関連する路面特性を規

定し，試験用路面の素材，設計及び構造の特性を規定する必要がある。 

この規格の主たる目的は，測定の再現性を高める試験用路面の改正仕様を提供することである。 

試験には異なる試験場間における高度な再現性が求められ，路面設計はタイヤ・路面の騒音の試験場間

におけるばらつきを最小限にするだけではなく，使用する路面が騒音の伝ぱに影響を与えることのないよ

うにすることが重要である。この騒音伝ぱの考慮は，空隙の多い路面，並びに動力装置及び他の音源から

の騒音を吸収する特性をもつ路面の使用をしてはならない。 

この規格は，JIS D 8301:1993 に対して，より限定的な路面仕様及び試験用路面の施工手順，並びに保守

に関する推奨を含む。路面の基本的特性は変更していない。 

規格の次期定期見直し前の分析のために，ENDT 1) を計測し ISO/TC43/SC1 にデータを伝えることを，こ

の規格の使用者に奨励する。 

さらに，路面特性の定期検査の際には，この規格で規定する非破壊試験法を用いるのがよい。 

この規格は，幾つかの規格（例えば，JIS D 1024 規格群，ISO 13325）で引用されている。 

注 1) ENDTは，基準路面に対するテクスチャの変化に起因する騒音のオーバオールレベルの変動を予

測する一つの評価値である。ENDTの計算は，附属書 A 参照。 

 

1 適用範囲 

この規格は，車両及びタイヤ・路面の騒音測定を目的とする試験用路面の重要な特性について規定する。 

この規格に示す路面の考え方は，次のとおりである。 

－ 車両の騒音試験を含む広範囲の走行条件で，一貫した車両及びタイヤ・路面の騒音を発生させる。 

－ 試験場間のばらつきを最小限にする。 

－ 車両の騒音源の吸音性を小さくする。 


